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【ポストゲノム研究の産業化の加速】

○ゲノム創薬加速化支援バイオ基盤

技術開発 43.6億円（ 46.5億円）

○新機能抗体創製技術開発

11.9億円（ 12億円）

【バイオツールの実用化】
○個別化医療の実現のための技術

融合バイオ診断技術開発
4億円（6.5億円）
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★：フォーカス２１※カッコ内は１8年度予算額
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伸

【 医療機器関連開発 】
○ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ手術機器研究開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 7.0億円(新規)
○次世代DDS型悪性腫瘍治療ｼｽﾃﾑの研究開発事業

10.6億円 (10.1億円)
★分子ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ機器研究開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 12.0億円 (10.3億円)
○再生医療評価研究開発事業 8.3億円 (6.5億円)

【 福祉機器関連開発 】
○福祉用具実用化開発推進事業 1.2億円 (1.2億円)
○福祉機器情報収集・分析・提供事業 0.3億円(0.3億円）
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【１９年度政府予算案１４５．１億円（対１８年度予算額比 １１億円増）】
健健 康康 安安 心心 ププ ロロ ググ ララ ムム

創薬・診断ｼｰｽﾞ探索→ ﾀｰｹﾞｯﾄの絞込→化合物等の探索 → 前臨床 → 民間等による臨床開発

○
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＜情報
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＜我が国の優
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＜創薬プロセス等への支援＞ ＜多様な技術の融合による
革新的医療技術の創出・加速＞

○基礎研究から臨
床への橋渡し促進技
術開発

【19億円（新規）】

多様なバイオ技術の
融合と医療現場への
円滑な橋渡しによるイ
ノベーションの創出・加
速

【生命倫理の確保】バイオ事業化に伴う生命倫理問題等に関する研究 0.3億円（0.4億円)

【安全性の確保】 バイオインダストリー安全対策調査 0.6億円(0.6億円)
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【研究開発例】

・抗体薬、分子標的

薬等先進医薬品の

開発

・革新的医療機器

の開発

等

【機器の導入促進】 医療機器開発ガイドライン策定事業 0.7億円 (0.8億円)
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進

関
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「生命プログラムの再現
科学技術」に登録・評価

「臨床研究・臨床への橋渡し
研究」に登録・評価

「標的治療等の革新的がん
医療技術」に登録・評価

※赤字：ライフ分野・戦略重点科学技術、青字：ナノ・材料分野・戦略重点科学技術
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省エネ、高効率な
パルプ、ゴム等工

業原料の生産

○微生物機能を活用した環境調和型製造基盤技術開発
／微生物機能を活用した高度製造基盤技術開発
【11.8億円（15.7億円）】［特会］

環
境
に
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和
し
た
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度
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ノ
作
り
社
会
・
循
環
型
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シ
ス
テ
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の
実
現

環
境
に
調
和
し
た
高
度
モ
ノ
作
り
社
会
・
循
環
型
産
業
シ
ス
テ
ム
の
実
現

生産プロセス： 遺伝子資源探索 → 宿主※の改良 → プロセス技術の高度化 →
民間等による
実証、製造

グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム

生物多様性条約に基づく遺伝資源へのアクセス促進事業 【0.5億円（0.6億円）】［一般］

遺伝子組換え等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律施行対策 【0.1億円（0.1億円）】［一般］

○知的基盤整備

○安全対策

【植物機能の利用】（省エネルギー、安全性、大量生産性）

【微生物機能の利用】（省エネルギー、高生産効率性）

省エネ、高効率な
汎用樹脂、塗料等
化学品等の生産

○微生物機能を活用した環境調和型製造基盤技術開発／微生物群の
デザイン化による高効率型環境バイオ処理技術開発

【2億円（テーマ追加）】［特会］
高効率なバイオ
処理技術の構築

＜モノ作り技術＞

＜産業廃水等処理技術＞

【１９年度政府予算案３５．１億円
（対１８年度予算額比２２．６億円減）】

※目的産物を規
定する遺伝子が
導入される生物
又は細胞

○ゲノム情報
に基づいた未
知微生物遺伝
資源ライブラ
リーの構築

【4.1億円（4.1
億円）】［一般］

効率的な遺伝子
組換え技術

高効率反応
システム

バイオマス（トウモロコシ等）を
原料とした化学工業基幹物質
の高効率生産システム（バイ
オリファイナリー）

ワクチン等高付加
価値物質の生産閉鎖型高効率生産システム効率的な遺伝子組換え技術

効率的な遺伝子組換え技術 安全性評価試験

○植物機能を活用した高度モノ作り基盤技術開発／植物利用エネル
ギー使用合理化工業原料生産技術開発 【6.2億円（8.1億円）】［特会］

○植物機能を活用した高度モノ作り基盤技術開発／植物利用高付加
価値物質製造基盤技術 【10.4億円（11.2億円）】［一般］

最適な微生物の組み合わせと
制御技術

活性汚泥等の高効率な処理
システム

（省エネルギー、高効率処理）

【【環
境
整
備

環
境
整
備
】】 プロジェクト成果の事業化・実用化支援

組換え植物のカルタヘナ法第二種（閉鎖系）使用に向けた体制の整備

○その他関連施策（プログラム外）

グリーン購入法の調達対象への登録

生物機能活用型循環産業システム創造プログラム生物機能活用型循環産業システム創造プログラム

「生物機能活用による物質
生産・環境改善科学技術」
に登録・評価

※赤字：ライフ分野・戦略重点科学技術
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【百万円】

施策
関連戦略重点

科学技術
Ｈ１８予算額

（戦略重点科学技術）
H19要求額

（戦略重点科学技術）
事業数（戦略重点
を含む事業数）

戦略重点科学技
術の優先順位

H19政府予算案
（戦略重点科学技術）

戦略重点割合
戦略重点増減率
（対H18予算額）

ポストゲノム研究と産業化の推進・研究開発（情報
基盤）

世界最高水準のライフ
サイエンス基盤整備

545(0) 518(0) 1(0) － 518,(0) 0.0% －

ポストゲノム研究と産業化の推進・研究開発（我が
国の優位性確保）

生命プログラム再現科
学技術

2,090(1,197) 2,244(1,326) 2(2) A、非対象 2,040(1,201) 58.9% 0.3%

臨床研究・臨床への橋
渡し研究

5,850（3,300) 6,160(4,800) 2(2) A 5,550(4,200) 75.7% 27.3%

(ナノ分野：先端的ナノ
バイオ・医療技術）

650 440 1 － 400 － －

ポストゲノム研究と産業化の推進及び医療福祉機
器開発の推進・研究開発（多様な技術の融合によ
る革新的医療技術の創出・加速）

臨床研究・臨床への橋
渡し研究

－ 2,000(2,000) 1(1) Ｓ 1,900(1,900) 100.0% 新規

臨床研究・臨床への橋
渡し研究

650(650) 913(165) 1(1) － 830(165) 19.9%

　　　　　　－
(戦略重点科学技術
の絞り込みを行った
ため、前年度との比
較は不可）

標的治療等の革新的
がん医療技術

－ 800(800) 1(1) Ａ 700(700) 100.0% 新規

(ナノ分野：先端的ナノ
バイオ・医療技術）

2,040 2,486 2 － 2,260 － －

医療福祉機器開発の推進・研究開発（福祉機器関
連開発）

－ 148(0) 148(0) 2 － 148(0) － －

【百万円】

施策
関連戦略重点

科学技術
Ｈ１８予算額

（戦略重点科学技術）
H19要求額

（戦略重点科学技術）
事業数（戦略重点
を含む事業数）

戦略重点科学
技術の優先順位

H19政府予算案
（戦略重点科学技術）

戦略重点割合
戦略重点増減率
（対H18予算額）

研究開発（遺伝子探索・収集・保存）
世界最高水準のライフ
サイエンス基盤整備

410（0） 450(0) 1(0) － 410(0) 0.0% －

研究開発（モノ作り）
生物機能活用による
物質生産・環境改善科
学技術

3,963(2,687) 3,321(3,321) 2(2) Ｂ 3,039(3,039) 100.0% 13.1%

各施策におけるライフサイエンス分野戦略重点科学技術について

ポストゲノム研究と産業化の推進・研究開発（創薬
プロセス等への支援）

医療福祉機器開発の推進・研究開発（医療機器関
連開発）

○生物機能活用型循環産業システム創造プログラム

○健康安心プログラム
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☆分野別推進戦略おける位置付け
ライフサイエンス分野の戦略重点科学技術に位置

付けられており、戦略理念である「生命プログラムの再
現（統合的全体像の理解で生命の神秘に迫る」に貢
献することが期待されている。

（背景）
○タンパク質の大半が、糖鎖の修飾を受けること

により、様々な機能を発揮している。
○糖鎖は癌や発生分化、感染などの多くの疾病

に深く関わっており、癌の腫瘍ﾏｰｶｰやインフルエ
ンザの治療薬など、糖鎖の関連した薬剤などが
上市されている。

○しかし、微量でしか存しないうえに構造が複雑で、
かつ、解析・合成する装置もなかったため、研究
者の多くが糖鎖を扱うことができず、根本的な原
因究明・解決にブレーキ。

○我が国は「糖鎖構造統合解析システム（最高
性能）」、「糖鎖合成装置（世界初）」、「糖鎖合
成関連遺伝子の取得（プロジェクト終了時におけ
る既知遺伝子の約６割を確保）」など、糖鎖の解
析に必須のツールを所有し、世界をリード。

○これまでに取得・開発したツールにより糖鎖の
機能の本格的な解析が可能になりつつある状況。

我が国が強みを持つ糖鎖工学分野において、これまでに取得・開発した「糖鎖遺伝子ラ
イブラリー」「糖鎖構造解析技術」「糖鎖合成技術」を活用し、癌や感染症など様々な疾病
に関与する糖鎖の機能を解析する基盤技術を確立し、我が国の優位性を維持するととも
に、診断マーカーの創製、大量合成など創薬、診断等の分野における糖鎖の産業利用の
促進を図る。

＜健康安心プログラム＞
糖鎖機能活用技術開発

研究開発期間 平成18～22年
平成19年度政府予算案11.9億円(11.9億円)【一般】

研究開発期間 平成18～22年
平成19年度政府予算案11.9億円(11.9億円)【一般】

プロジェクトの概要プロジェクトの概要

（期待される効果等）
○これまでに開発した優位性のあるツールを活用する

ことにより、疾病の鍵を握る糖鎖をいち早く見つけ出
し、実際の診断・創薬へ応用し社会へ還元。

○疾患マーカーは診断・創薬の鍵であるが、糖タンパ
ク、糖鎖であることも多く、実用化につながる研究開
発は手探り状態。日本の糖鎖基盤技術を応用研究
にシフトさせることが優位性確保に必須。

○診断のキーとなる疾患マーカーを見つけ出し、併せ
て糖鎖の大量合成による供給体制の整備により、診
断への応用はもちろんのこと、創薬等への応用も期
待される。

○糖鎖が重要な役割を果たしている癌、免疫、再生
医療、感染症等におけるバイオ産業基盤を構築。

研究開発の背景・効果等研究開発の背景・効果等

ＮＥＤＯ → 民間企業、大学等への委託（ＮＥＤＯ交付金）

実施体制実施体制

☆技術戦略マップ上の位置づけ
創薬・診断分野の技術マップにおいて、タンパク質

修飾のうち「糖鎖解析・制御」「糖鎖付加部位の推
定」、安価で迅速な細胞診断技術（バイオマー
カー）、バイオマーカー（糖鎖）に位置付けられる。

プロジェクトのイメージ（関連図表等）プロジェクトのイメージ（関連図表等）

企業：島津製作所、三菱化学、大日本インキ化学工業等
大学等：東大、阪大、産総研、国立感染症研究所等
プロジェクトリーダ（PL）：成松 久（産総研糖鎖工学研究セ
ンター副センター長）、畑中 研一（東京大学教授）

参画企業・大学等参画企業・大学等

糖鎖工学

糖鎖遺伝子

微生物・酵
素

ﾊﾞｲｵ化学品

ﾊﾞｲｵｲﾝﾌｫﾏﾃｨｸｽ
遺伝子工学

遺伝子解析

遺伝子機能解析

日本への出願国籍別シェア

米
国
で
の
登
録
国
籍
別
シ
ェ
ア

日本への出願と米国での登録状況

0% 20% 40% 60% 80%
0%

10%

20%

糖鎖合成関連遺伝子の取得数は、
日本が世界一

Asia (ex. Korea)
1% Japan

46%

Europe
17%

USA
21%

Japan (GG project) 15%
（糖鎖遺伝子総数：173遺伝子）

日本の強みを最大限活用。 疾病の鍵を握る糖
鎖を世界で一番早く見つけ出し、診断・創薬へ応

用

網羅的な糖鎖遺伝子
により、遺伝子改変な
どのﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞが可能
に

病態サンプル

特異的糖鎖の
抽出・選別・濃縮

糖鎖構造解析

糖鎖機能検証

抗糖鎖
プローブ作製

癌悪性度診断、感染症、再生医療、など診断や創薬
分野で社会に還元し、更なる日本の優位性の確保

マーカー
レクチン・抗体
による簡易診

断

Asia (ex. Korea)
1% Japan

46%

Europe
17%

USA
21%

Japan (GG project) 
15%

健常者 癌患者

血清糖鎖微量分析

KOマウス等に
よる抗体作成

質量分析による極微量解析

微量分離技術とレクチ
ン基盤技術を駆使して
機能糖鎖を強拡大

世界最高性能の統
合構造解析システム
（レクチン、MS、DB、
アルゴリズム）により
糖鎖の僅かな変化を
検出

ヒト型糖鎖の合成
（大量、簡易少量）

糖鎖材料
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（背景）
○近年の研究成果により、既知のRNA※2とは異な

り、発生分化等の過程において重要な役割を果
たしているRNA（機能性RNA）の存在が明らかに
なってきている。

○また、機能性ＲＮＡの役割は未知であるため、
世界的に大きな注目が集まりつつあり、世界各
国において知的財産を押さえるための研究が急
速に始まりつつある。

○このため、機能性RNAを解析する手法及び支
援機器・ツールの開発を行うことで、実用化に向
けた機能性RNAの研究開発を加速化し、我が
国の国際的優位性を確保していくことが必要。

☆分野別推進戦略おける位置付け
ライフサイエンス分野の戦略重点科学技術に位置

付けられており、戦略理念である「生命プログラムの再
現（統合的全体像の理解で生命の神秘に迫る」に貢
献することが期待されている。

再生医療や医薬等へ利用できる可能性がある機能性RNAについて、ゲノム※1から探索し、解
析する手法及びツールを開発し、機能解析を行う。

①機能性RNAをゲノムから探索するバイオインフォマティクス技術の開発
②機能性RNA解析のための支援機器・ツールの開発
③機能性RNAの機能解析

＜健康安心プログラム＞
機能性ＲＮＡプロジェクト

研究開発期間 平成17～21年
平成19年度政府予算案 8.5億円(9億円)【一般】

研究開発期間 平成17～21年
平成19年度政府予算案 8.5億円(9億円)【一般】

プロジェクトの概要プロジェクトの概要

（期待される効果等）
○機能性RNAをゲノムから探し出す情報技術及び機

能性RNAを解析する技術の開発により、機能性RNA
解析研究が飛躍的に進むことが期待される。
・機能性RNA高感度検出技術
・機能性RNA発現ベクター など

○機能性RNAの役割を解析し、その遺伝子発現調節
機構を明らかにすることにより、細胞の分化や遺伝
子発現の制御といった生体内で重要な役割を持っ
たＲＮＡが同定され、再生医療や医薬、疾患治療な
どへの産業応用、新産業の創出が期待される。

研究開発の背景・効果等研究開発の背景・効果等

ＮＥＤＯ → 民間企業、大学等への委託（ＮＥＤＯ交付金）

実施体制実施体制

☆技術戦略マップ上の位置づけ
創薬・診断分野の技術マップにおいて、遺伝子機

能解析のうち「遺伝子操作・導入技術（機能性
RNA）」、siRNA、ncRNAの作用メカニズム解析に

位置付けられる。

プロジェクトのイメージ（関連図表等）プロジェクトのイメージ（関連図表等）

企業：三菱総研、島津製作所、ノバスジーン、DNAチップ研、
日本新薬、協和発酵、大塚製薬等

大学等：産総研、東大、阪大、理研等
プロジェクトリーダ（PL）：渡辺 公綱

（産総研 生物情報解析研究センター長）

参画企業・大学等参画企業・大学等
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※1 ゲノムとは、ＤＮＡ等で構成された染色体の集合体であり、遺伝情報の全てを示す。

※2 既知のＲＮＡとは、ＤＮＡの配列情報を元にどのようなタンパク質を合成するか等を指定する物質のこ
とを指す。 5



☆分野別推進戦略おける位置付け
ライフサイエンス分野の戦略重点科学技術に位置付けら

れており、戦略理念である「研究成果を創薬新規医療技術
などに実用化するための橋渡し」「世界最高水準のライフサ
イエンス基盤整備」に貢献することが期待されている。

（背景）

○2003年4月にヒトゲノムが解読され、ポストゲノ
ム研究を巡る競争が国際的に激化。

○他方で、創薬における研究開発リスクはこれま

でになく高まっており、ポストゲノム研究を円滑に

産業化に結びつけるためには、個別分野毎の研

究開発ではなく、ゲノム情報から創薬の対象とな

るタンパク質を効率的に絞り込むとともに、これを

制御する化合物の探索までの一貫した技術開

発が必要。米国ＮＩＨや独Max Planck研究所等

欧米においても、化合物探索を含めた取組を推

進中。

○平成15～17年までの当省プロジェクトにおいて、

創薬の標的となるタンパク質を同定するためのタ

ンパク質の相互作用解析技術等の基盤を確立。

○我が国が強みとする完全長cDNAリソースを含

め、これらの成果を活用し、さらに技術の高精度

化を図り、優位性を確保するとともに、疾患等の

生物現象を制御する化合物の探索まで含めた

基盤技術開発により、ポストゲノム研究の産業

化を推進。

ポストゲノムの産業利用が期待される「ゲノム創薬」の加速を支援するため、国内の優れた技術を結
集し、ゲノム情報からタンパク質の解析、及び、化合物の探索技術までの一貫した技術開発を行う。

①化合物等を活用した生物システム制御基盤技術開発
・ゲノム情報から高効率に疾患関連遺伝子を同定する技術の開発
・タンパク質の相互作用解析等により創薬ターゲット・疾患メカニズムを解析する技術の開発
・生物機能を制御する化合物等を探索・評価する画期的な技術の開発

②創薬加速に向けたタンパク質構造解析基盤技術開発
・創薬の対象となる膜タンパク質の立体構造情報等を解析する技術の開発

③モデル細胞を用いた遺伝子機能等解析技術開発
・ES細胞、細胞アレイを用いた細胞内ネットワークの解明や創薬ターゲット絞り込みに資する
技術の開発

＜健康安心プログラム＞
ゲノム創薬加速化支援バイオ基盤技術開発

研究開発期間 平成18～23年
平成19年度政府予算案 ①③33.8億円(35億円)   【一般】

② 9.8億円(11.5億円)【一般】

研究開発期間 平成18～23年
平成19年度政府予算案 ①③33.8億円(35億円)   【一般】

② 9.8億円(11.5億円)【一般】

プロジェクトの概要プロジェクトの概要

（期待される効果等）

○ ヒト遺伝子について相互作用情報を取得し創薬等
の産業化において重要なタンパク質の絞り込みを高
効率に行うとともに、創薬において重要なタンパク質
を同定し、創薬を始めとするバイオ産業の基盤を構
築し、ポストゲノム研究成果の産業利用を加速。

○タンパク質の相互作用等を制御する化合物の探索
により、生体制御機構や疾患メカニズムの解明を進
め、ポストゲノム研究を加速し、創薬等の産業化にお
いて有用な知見を取得する。

研究開発の背景・効果等研究開発の背景・効果等

①③ＮＥＤＯ→民間企業、大学等への委託（ＮＥＤＯ交付金）(委託)
② 経済産業省（国）→民間企業、大学等への委託（国直轄）（委託）

実施体制実施体制

☆技術戦略マップ上の位置づけ
創薬・診断分野の技術マップにおいて、標的タン

パク質探索効率化のうち「分子間相互作用解析技
術」「ケミカルジェネティクス」、標的タンパクに最適
な薬物設計のうち「構造多様性に富んだ化合物ラ
イブラリの構築」「ケミカルライブラリーの化合物機能
アノテーション」「低分子・タンパク質親和性解析技
術」に位置付けられる。

プロジェクトのイメージ（関連図表等）プロジェクトのイメージ（関連図表等）

④天然の生物資源等を活用
し、 生体機能を制御する化
合物を探索

①ゲノム情報から高効率に
疾患関連遺伝子を同定

③探索・評価
するための
ツールの開発

②質量分析器を用いて、タン
パク質の相互作用情報を取得

疾患メカニズム解明
創薬ターゲットの同定

化合物

⑤生理活性のある化合
物から疾患メカニズムを
解明

ポストゲノム研究をベースとした
創薬等の産業化の加速

化合物等を活用した生物システム制御基盤技術開発

②細胞アレイによる遺伝子
機能・ネットワークの解明

①ＥＳ細胞から創薬に有
用なモデル細胞の構築

モデル細胞を用いた遺伝
子機能等解析技術開発

②コンピュータによる
シミュレーション

①膜タンパク質の立体
構造、化合物と標的タ
ンパク質の相互作用
部位の構造解析

創薬加速に向けた
タンパク質構造解
析基盤技術開発

①ＰＬ 夏目徹（産業技術総合研究所）
企業：協和発酵工業、三共、アステラス等
大学：産総研、東大等

②企業、大学等
③ＰＬ 杉山雄一（東京大学 教授）、中辻憲夫（京都大学 教授）

企業：リプロセル、アステラス製薬、癌研究会
大学等：京大、東大等

参画企業・大学等参画企業・大学等
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